
≪活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り≫

１．活動テーマ

≪テーマ≫

≪テーマの設定理由≫

２．活動スケジュール

３．探求活動の実践 ４．振り返り

≪活動の内容≫（活動のために準備した素材や道具、環境の設定） ≪振り返りにより得た保育者の気づき≫

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

自然の地形に対して自分の体を使って斜面をのぼったり森で活動する楽しさ
を感じる。
・ビニール袋

大人でも疲れる程の斜面をのぼりみんなのもり
に到着。みんな初めて入る森にきょろきょろし
て興味津々。さっそく滑り台をしてみることに。
「よいしょ、よいしょ」と滑り台のふちにつか
まって力をこめて上がっていた。

人工芝の坂を下からよじ登ってみようと挑戦。
何度も足が滑ってうまく登れないと「のぼれ
ない～」と悔しそうな表情をしていた。
保育者が少しだけおしりを支えると、芝を
つかめばいける！と学んだ様子。半分以上を
自力で登っていた。

平地とは違いなかなか思い通りに動けない場所でも、自分の手足を駆使して滑り台をや
ろうとしたりブランコをしてみようとしたり森の中で遊ぶ楽しさを感じることにつな
がった。

クラス名（年齢）

年間テーマ

みんなのもりに挑戦

体力もついてきたことやどんぐりや落ち葉など秋の自然に触れる機会にした
いと考えた。

輝組の主活動として

光明第七こども園
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輝組（１歳児）

自然
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活動日時


